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教科 理 科 科目 科学と人間生活 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 「科学と人間生活」新訂版（実教出版） 

副教材等 科学と人間生活  補充テキスト＆問題集 化学編 （数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

身の回りの自然や現象を理解し、どのように人間生活に影響を及ぼし、利用されているかを知る

ことによって自然を愛する心情を育て、見通しを持って問題解決ができる能力が身につくようにな

ってください。そのためには物事を細かく観察し、何故そうなるのかという因果関係を知ることに

より現象を系統的に理解できる能力が持てるようになることが大切です。そうすれば目の前にある

課題を解決する方法を見つけ出すことができるようになるでしょう。 

 

２ 学習の到達目標 

１．基本的な概念や原理・法則を理解する。 

２．自然の事物・事象についての観察、実験や課題研究などを行い、自然に対する関心や探究心 

を高める。 

３．科学的な自然観を育成する。 

４．現在及び将来における科学の課題と身近な人間生活との関わりについて考察し、環境問題など

への理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自然の事物や現象に

関心を持ち、科学の発

展と人間生活との関

係を意欲的に調査･探

求して、科学的な見

方･考え方を身につけ

ようとする。 

自然の事物や現象に

問題を見出し、実験・

観察･調査を行うとと

もに、物事を実証的・

論理的に考察したり

分析したりすること

により、総合的に判断

し、それを表現するこ

とができる。 

自然の事物や現象に

関する調査・実験・

観察の技能を習得す

るとともに自然と人

間生活の関係を調査

研究する方法を身に

つけ、そこから導き

出された考えを的確

に表現することがで

きる。 

自然の事物や現象に

関して、人間が時間

をかけて獲得した知

識の有用性を理解す

るとともに、知識を

獲得する方法につい

ても理解し、適切に

利用することができ

る。 

評
価
方
法 

 

探究活動 

 

行動観察 

 

探究活動 

 

定期考査の結果 

 

探究活動 

 

定期考査の結果 

 

レポート 

 

定期考査の結果 

 

探究活動 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

 

学 

期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c ｄ 

１ 
 

学 
 

期 

 

科
学
技
術 

・ 

地
球
と
生
命 

 

科学と技術の発展 

 

地球と太陽系 

 地球 

 太陽系 

 

微生物とその利用 

 微生物と発酵 

 微生物と医薬品 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

a:科学技術の発展の経緯を意欲的に探

求しようとする。 

 

b:太陽系と地球について理解し、考察

する。 

 

c:微生物の存在や働きに関心を持ち、

人間生活との関わりを理解する。 

 

d:生態系の分解者としての微生物の役

割を理解する。 

探究活動 

行動観察 

記録・記述 

定期考査 

２ 
 

 

学 
 

 

期 

物 
 

 
 

 

質 
 

 

物質の成り立ち 

金属・プラスチック 

 

食品と衣料 

 糖類・油脂・タンパク質 

 繊維 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

a:身の回りの物質の成り立ちと特性に

ついて関心を持つ。 

 

b:物質の利用は、その特性を活用して

いること理解する。 

 

c:物質の構造を整理し特徴をつかむ。 

 

d:物質の特性を物質の構成から理解。 

 

探究活動 

行動観察 

定期考査 

記録・記述 

３ 
 

学 
 

期 

光 
 

や 
 

熱 

 

光の性質 

 

熱の性質 

 

 

 

これからの人間生活 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 a:光や熱に関心を持ち、調べる。 

 

b:身の回りの現象から分析・判断する。 

 

c:観察・実験を通して記録し、技能を

習得する。 

 

d:日常生活と関連させる。 

探究活動 

行動観察 

定期考査 

記録・記述 

 

  


